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典J?川りな開放流通形態である氏.1.-,杏里追=諜三では,近牛,斗勿流コストの印加が爪丁半利

ま左をト仁迫しており,二物流のシステム化に.よるr岬琵化が要i消さjLている1つ

本稿は,この待柑亡には,コンビューータ ンステムを利川した総†ナ的な物流情報作用

システムが必安であることを.述べるととい二,王与i+発に?当た/+てはオ【デ ュントリ

システムから,マーケッティング指向のシステム展開が市要であることをホLた｡

融に,亡物流情報管理システムの村如丈モジュールである㌫二安子札 ∠物流最適化.汁t巾,

マ…ケツティングf昨析,流通解析など,各システムの考え方と機能について述べた｡

u 緒 言

昨今の石油危機に続くスタグフレーション(イこ批下の物価】亡了j)

は,寝業界全体に探別な岩手苧王立を与えてJiり,従来のような■デブi

憤泉至i月戚こ上主によえられたヲ邑展ほ｢木l雉になっている｡

このようなこ快音兄‾rTにおいて,氏■～7一生望j生業では今後の企業‾うチ

カの方向として,二れまで咋和己l大帖と称され必安悪税され拙

けた7允通分町,すなわち,商的流過ノぇび物的淡泊の領域(以

卜,商流,物i克と略す)が,′ナ珊化の姑後のl-ji+拓分±什とLて

注目されている‖

本.子論文では,氏■汀一懲･望j占業における物流ノIlll主軸システムの必要

件と1凋発に当たっては､マーケ･ソティ ンクい才旨巾]のアブロー一子

に市ノ∴くをオ=､て.テ汀百行をな引jj+し,‾むに,物i･斉川硝之システムの片

肺成モジュールの巧‾えフナと機能について述べる｡

日 食晶製造業における物;充システム化の背景

氏.11-■尊皇j立一業を収りまく職場二状況と､物流システム化を安.ミi■j

する.粋安【勾とのr一法j辿は区= にホすとおりであるが,ニれにつ
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いて次に.迩/ヾる｡

2.1 製品特性面からの要医l

址て寄りl訂一的消焚Hオの三け作として,全回どこでも,いつでも,

すぐに人-‾rきれ縛る必安があるJ丈Ⅰ巾､他社紬似彗･望ふ1一と技手附】くJ

に差別化したJ払1～-を川+発することも【イ＼1雉である｡レわえにメーー

カーーは多めのf仁庫をかかえ,過剰なサービス凝争で他什より

悼位件を柑ようとし,このため物流総官一官員抑も膨大にな/ンて

いる｡

2.2 …充通特性面からの要図

氏｢与占は典′ツ川てJな開放流通であり､触毛布から末端川才餌‾れニ

セるまでの供給配分ちリJが大きいため,必然什Jに数多くの流

油菜一瀬川i旭三)が発1r‡L,それぞれ才虫【-′l♂)流通チャネルをもち

機能Lたことが,今日の不安雑多1;那皆な流辿維路となノーノており

収リl条件を似推化させてし1る｡

2.3 製造面からの要因

1某帥においては,税別的に節-一次_′1リ才一壬1て弟の′卜推するノ寸壬
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食品製造業の王買境斗犬況

は,物流のシステム化

を要請Lている｡

17



476 日立評論 VO+.5了 No.6=97ト6)

物を牧村料に他用Lた加工生産の色彩が強く,牛推f芸術での

可能な乾田のナナ神化は他に完了Lている場7ナが多いく,従って,

物流コストの叶川口Lている二呪状から臼什利益のJヤ7大を図るに

は,物流のシステム化を過し物流.コストの低■卜による利益を

期待するわけである｡

2.4 最近の環境変化

石部源,省エネルギーの二伏†妃‾卜に加えて､当栄位において

は,その原材料の大部分を輸人に柑1ている｡良程危機がItlト

ばれている今日,品l′叶削限のある溌i原によって生産した製ポー

を,｢少ないエネルギーを他用Lてどのように流通させること

が放良の顧宥サービスであるか+を追求する考え方に転放す

る時期を迎えたと言える｡

田 物;充情報システムの基本的考え方

3.1 物…充情報システムの必要性

物流活動に付随する各椎の問題点の多くは,物と情報の不

一･ご故に起因している｡特に全国に≠牧存する営業戸斤,ストック

ポイントを有する当業柏においては,電子計算機と通信回線

網を利用した物流情報システムの果たす役1や=ま大きい｡

効率的な物流管理と物流▲コスト仏滅の実現には,商†克と物

i允♂)1胡明化,物i充情報の 一7亡il=糟を吋能にする電十計算機利

用による物i充情三駁システムの確‾､工が不可火である｡

3.2 企業経営活動における位置

汀勿才走僻事昆システムの開発に当たっては,三物資の効率的移動

をト4る帖幸技システムを臼指すのではなく,企業の長期的販売

主械略をサポートするシステムとして明確に位.置づけることが

茹賀である｡二れは′乏汁かごブ円仁送までの諸活動をHi骨に遂行

きせるためのオーダ エントリ システムを,マーケッティ ン

グ1牧範に;寄与する単帥～川リンステムに発展させることを指向す

るものである(区12)_

3.3 システム化の範囲

システム化の範巨りとして,王?妄]有の生耗ラインが終了してか

ら顧客の手元に製品が届く までの販売物流という狭い領土或で

最
適 化

流

物

ケ

析
で

評

涜

物

物

流

分

の

ティング
管理

経営サイクル

7一

ス

画

テ

計

●

ス
スソ

ム ム
7‾

価
握

把

ム

ト

積

オ

ー

ダ

ン

実

行

管

理

図2 物流情報システムと企業経営の関連 物流情報システムは.

企業経営全般と関連性を有する｡
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図3 トータル フローとしてのシステム化領域 調達物流から販

売物流まて,システム化の対象範囲である｡

ぢ■上るのてはな･く,｢ノ石り寸料の購入かご〕ノノこ成.1‾占の始終消ゼ■ト片

ノ＼･グ)約人にうミる物でさのト【タ′レフローーを汁む+(1)ァブロー一子

が･下i出である′ 二れは｢′先榔｢lて+にi†門†～ニ行の描i妃を柑るための

‾ノノわ‡を総で抑Jにとらえようとするマーーケ･ソティング比地+(1)

であるといえる(図3).ノ

ニ欠に総で干物流怖幸Iiう､三二雄システムの概要と機能について述べる｡

田 総合物;充情報管理システム

4.】 システムの概要

-
▲蝦に紋兼三の物†充情報システムは,如【1の一之‡主からとi絹fに

う与る号砲川で,実行管理レベルをサポートする〔〕ここに尉う介す

る総†ナ物流一l舟鮎システムは､図4にホすようにj二洲,ネット

ワーク,統.汁子畔析,線烈上汁1叫などのシステム托法を駁仙する

i械略レ/ヾルの機能をも含めてサボM卜する,オンライン デー

タ〈こ--ス指Ir-JC7)代表的なシステムである｡

4,2 総合物;充情報管理システムの機能関連

システムの機能をl三郎坐づけると以【‾卜のようになるしつ マーケ

ッティ ング解析モジュールにより企業外情報を去巨に,｢打場動

Irりをr】(J碓に把促し,マ【ケッチイ ング戟暗に利川する｡この

け捕ぇの･跳は子榊Jシステム モジュールで,クロス セクショ

ン データとして別間し､時系列に収集した』モ業内外のデーータ

と ともに,一ぷ安1二さ州をはじめ各純の二千i則を才子なう｡

物†允址過化モジュールではシミュレータを毒草伯L,十日叶情

報,巨収完㌶十辿j情報を抵に在韓.汁画,生成計画,輸送凸己分計i由

について,需要に応じて,トータル コストの見地から,般過

化請十】和が立案きれる｡二の単帥別盲報を礁に具体化計画が設完三

きれ,注文変則や各柿間介せに来秋に対処したり,配送.汁画

プログラムによる鼻を過配送を実_呪したオンライン オーダ エ

ントリ システムが道川される｡物流会話十モジュールでは,

企業縞劫の†某紙を機能別に仕訳して物流経常の実態をつかむ｡

物‡充原価分析モジュールでは,物流コストの低i城を推進する

ためにコスト分析を実施すると同時に,標準物流原価を設定

して差異を算出し管理向_卜に役二､7二てる｡

物故桁報システムグ)構築に当たっては,製品の属性,市場

への定着性,市場件と占有率,販売方式,収益件などによi),

サブ モジュ【′しに要請される機能は若十異なるのが常であ

るが,北本肘Jな内答については図4で示すように集約できる｡

以卜＼∈物流情報システムを梢成する各モジュールの機能に

つし､て述ノヾる｡

4.3 機能モジュール

4.3.1 オーダ エントリ システム

本システムは､従米のホモ業内情報システムから企業l札 す
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予測モジュール

戟

略

需要予測
･音憧経涛

経済予測

奇析

鮒予測'芸.芸∵価格渕
･時系列

出商号軌
湧掛 変容器

､回収予測

マーケッティング解析モジュール

消費者研酪 得意先分析 広告政策 ㌢エア分額

製品嘩泰′′.各種統計解析手法 市場掬査

物流最適化計画モジュール

物流最適北モデル

恵庫計画 輸送計画 ′ 生牽計画

販路骨折

チャネル高音埠析シもレ一夕′

物流コスト分析モジュール

機能別コスト分析

適用別コスト分析

標準物流原価の設定･管理

計

画

コ ン ト ロ
ー ル

瀾畢計画

日誌謡′定､′配送計画､
仕入芸憎 繊細 販売淘

管

理

･さ轟練 妻妾鑑 三■三寒撃ご三_･妻熱愛斬欄妹1…ミラ葵禦斬

オ
ー ダ エ ントリ シ ス テ ム

物
の
涛
仙
れ

棚鳩

票差デ亡芸主芸′…ア′羞雷､芸

製.造 ′十茂′工藤幾◆嘗表所贋靂◆禦蓋宕芸
凝 密 漁支

出荷

碧霊■■■■-■◆
営業所出荷

エ場出荷

顧客

図4 総合物流情報管王里システム概要図 寿念合物流情報管理システムの各モジュールの関連を示す｡

なわち特約爪て貨隅を含めた情報処群システムへ柑人し,メ【

カーと1＼描ブ店｢糊の情報処理の円浦一化と迅速化をiメlるとともに,

J受注処理かられ三峰管J軋 配送計画までの 一デー‡処理を行ない,

と物流コストの削減を目的としたオンライン オーダエントリ

システムである(図5)｡

(1)総fナ物流情報管理システムにおける位置づけ

物流の擬始データは,受注をトリガとして､H捕手,人･出

嘩,舵送,返1札 検収,製造,購買など話柄動を促し,そこ

に情報がヲ邑生する｡また販売面では受注,出荷が他力モ業とグ)

摘点であり,州冒汁吉報の外延的才巴捉と解析が物流計画を構築

するベーースとなる｡以上のような観点から,オMデ ュントリ

システムは総で㌢物流偶報管理システムを尖J兆する柑休をなす

と言える(つ

(2)システム構成

本システムの機才純ら成は,中央側機器とLて,中火処草巳装

i‾i≠iHITAC8250(】了-+8350,同8450,同8700,｢iJM-170),加入

ノ.E話回線,及び特定通イ占回線をサポートする過イ.抑j劉装臥

その他人茶壷磁乞tディスク装謹呈などの朋j当人･=力機器主より

構成される｡一一方,オンライン端末装苗とLて,HITAC 9000

シリーズのプリンタ機械付きディ スプレイ,フロッピ】ディ

スクを利用したデ【タ エントリ装置(H-1740),インテリジ

ュント ターミナル(HITAC 85),コードレス デrタ エント

リとしてのキーセット,手書き光学‾文字言朋丈装置(OCR)

しH-8959､H-8957)より構成される｡

(3)システム機能

(a)′受注処理

(i)′ト売店よりのi主‾丈は,帖約店を通じ電話でメmカーの

各首‾某所に連絡され,山車イ米有営業所は,加人ノiE話回線に

接続されたインテリジュント ターミナル(HITAC85)にエ

物流会計

･機能別仕訳

･物流費目仕訳

一般余計

管理会計

オペレーショナル

実務分析･評価

ントリされ,端末側で与イて三限度,在庫有純など柑々のチェ

ックをパスしたデータは,どりング後ファイルに苔柿し,

パソナ送イトiする｡配.送センタに在庫恨有の場†ナは､ディス

プレイ端末やキーセットより直接人プJL,センタに送イ.言,

み柿のチェ､ソクを行なう｡

(ii)大規模特約店よりの注文は,テレックスより加入`l=凱i

回線を他用し,メーカ∽の′芯‾j二計算機にオンラインで血接

人ノ‾Jする｡

(b)発i主･イ1三嘩管理

官某所イⅠ三嘩方式,集[1イ1一三嘩ノブ式いずれの場合い主‾史によ

暮)血ちに自動引当てし,安全イ1三埴切れの場†ナには,ト′ほ抑+

にrr--リモ卸ヰり工場倉埠)へ‡lリ車依栢する.⊃ 仝い三lの在樟ノ受払デ

ータが-リ主申するため,村車グ)一J七管押が吋能となり∴7.言乳

イ朋合の仝什レベルでの調整が可能なため,コスト他紙 址

過+三権摘心ができる｡

(c)忙j去一汁挿トヒJ】捕テ処享【臣

従J車引当て後♂)Jl捕汀旨ホデータは,各地域ごとに配送計巨Ilj

プログラムにより拉過肘道路を決定し,芥倉樺に対L特立地

イ三回線,加人1毛詰】_叫線を利用して針車の端末にプリントする｡

4.3.2 配送計画

恍送の形態は工場札 配送センタl二をりなどの鉄道による土去距

離輸送と,ノ主:三一業所,配送センタから柑滋二光への納品配送に利

用されるトラックによる中･如距離輸j三引こ大別される｡に距

離輸送の場ナナは,r†i順勺条什が･一般に禎推でなく自社で条件没

ラこが吋能のため,輸送ナ_門線琳汁画法を適用するこ′とにより解

ゞ火できる｡よって毎Hc7川捕手白己送のシステム化はどのように

ぢ一えればよいか､その機能について検話寸する｡トラックによ

る巾･知距離配送システム化のねらいは,

(1)配l卜L専｢Tl`家への依存度の■酪城
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(2)仏土イ川叫i〝)迎虹対Jヰての1｢り卜

(3)伽一札汁F叫帖】川の知新

(4)顧布約占｢1希望日-､川Jのi豊守

などであるが,これJ)を鮒fプ上するには,実用化したアルゴリ

ズムとLてはG.Clark &J.W.WrightのVehicle Schedu-

1ing Program(VSP)法がある｡これを活柑することによっ

て,企‾紫の実態にあ/ノたか映件のある効率的なトラック配送

‖【･【叫が上兼される.二.このシステムにおし､ては,特に次の絹点

が考▲促されている｡

(1)我が国の退路交旭-･1川7に即Lた配送細作成(i比椎性･‾交

池γき止など)

(2)和辻計匝j作成における軋送の促先川朴ンニ指㍍, 一方過行,

ルート迫力‖､似恕円山且 時l～=指;となどのサポート

(3)`【‾に十計節税処叩柑川如紡･i

(4)デrタ エラ【帖の来秋什

(5)純米のJlリノの来車叩三

4.3.3 マーケッティング システム

マーケッティング止‥女韻は,1モろ‡維ノ呂㌃単即行そのものであり,

物流帖報システムの統制機能として位こFトブけられるL｡本シス

テムほ,他のシステムとイ√機的に紙びついてノコ∴⊥一こiノセ1上の詣性

化と効率化にノ.午ノj∴弓1る爪幸泣を拭供する‥ 図6にマーーケ･ソティ

ング システムの体系をホす(〕†昨析手法とLては,多食_:【川仁

帆l†仙1川分析,AutomaticInteraction Detectar(AIl)),

クラスター分帆i炸/l三桃追分析などの芥純子iよがある｡

食品製造業における物流情報管理システム 479

4.3.4 予測システム

当某紙では見込み生産形態をとってユゴり,馳■品は址1弓子りん--

で差別化が】刈雉なため,販売に衷点をおし､た力†二紫活動となる(⊃

二のため,製品需要予測結果を鵜に各企業の特殊寺川iを川1昧

Lた販売計伸iを_1工て,それにノ.!ミづいて生産計画,イ仁倖計沖jを

立てるf_那馴(Jアプローチをとっている｡すなわち､公一汀tの1≠,子

安予測が他の計画の出発点となるため,その精度の良さがj江

求される(図7)｡

ニの観点から本千川システムでは,1汁_E【と経析モデルかご),

時系列-jニ洲までを網羅した汎川予測パッケージを畔仙してJう

り,従求の向仰のシステムに比べて次の.淋∴-二を改良してある･｡

(1)終抑の季節調整千言去

(2)上亡=り1モ業べ【スに過でナするようii卜乙十緑色i斤モデルを拭いや

すく Lている｡

(3)み柿崎系列予測システムとデ【タノJl口エンステムを網羅L

ている｡

(4)_f二記のシステムを 一油の処刑主として組み､ソニてる｡

良品のり--Ⅰには乍ム1●j凌軌を什うものが多く,柵空の山い十川

仙を村るためには,･拝自7Jの乍恥粥繋法の山/fも二市要となるr｡

また､ピーールぴんのように山収されて巾びデモ柑として仙川す

るものほ,l糾安土卜推ラインに呈i粥ミE三を使ほ'すため,斗柑空の1'い､

州叫丈千川が一要求されるこ､

イf川な子測仙を村るためには,ニラ1iLllほ行なうことl′川こL人

切であるが,子J上｢lの企ヨ～王子六別の純一米をi言L録する敗ノ′訓一子糀シス

マーケッティング

の段階
マーケッティングの対象 適 用 主な目標方針 注 意 占

準

備

市場調査

市場分析
環境分析,需要予臥販売予測,実際調査

(自社ないし自社商品の)ポジション分析
説明変数の探索及びモデル化

外部資料としては政府諸機

関,業界団体の諸統計も利用

ーマ

l

ケ

■ニノ

卜

タ

l

ケf
'ノ

卜
の

i塞

市 場 実 験 言朝粂的販売の分析
l

消費者研究

市 場 実 査 顧客分散状況,顧客の層男Ij化 市場のセグメンテーション
l従来の定量的データにとど

lまらず定性的データの重視

1〟【l動横伽調査
潜在需要の評胤消費者行動の分析ディーラー評価 消費者心理の把握ディーラー

ブラインドに対するロイヤルティ 戦略 定

戦

略

商品政策

製 品 計 画
新製品開発,製品改良,新用途開発.コストダウン :製品の差別化政策

市場のセタメンテーミ/ヨン
マーケッティングプランニング
におけるマスターフ】ランとし

マ

l

ケ
ツ

テ
イ

ン

グ

製品ライン,包装のデザイン,ブランド政策 最適プロダクト ミックス て貴重需

売価政策 売価決定,新製品売価決定､収益性分析,特殊売価
lライフサイクルと売価戟噂

需要の価格弾力性の認識

娘路政策

販売促進

璧販売チャネル
/ノル

チャネルミックス(卸売機関及び小売機関)

集約的貝転売制

選手尺的貝反売制の選手尺

一手販売御上

資本投下ヌ_は のいずれか

奥 兼勺あるいはを媒介とす

上記二二者 る系列化

笑製品配送

広告政策

フロモーション

ディーラーヘルプ

倉庫(SP)の立地選定,レイアウト,

マテリアルハンドリング/省九配送経路最適化
総合的配送管理の推進

プル戦略志向

プッシュ戦略志向

‡

4配送技術のミックス

(運送,荷役,保乱包装)

広告宣伝計画(効果測定),企業広告(イメージ作りト マーケッティングコミュニケ

製品広告(一票要開発トPointofPurchase(POP)広告

特売･リベート政策,パブリケーション,ディスプレイ,

ミーティング,コンテスト消費者組織化,人的販売

-ションの一法

フOnモーションは手夏期的,

即効的､ヘルプは,長其8的

ツ

ク
ス

講演･セミナー,臨店指導,店舗陳列指導,労働力援助,

資金援助,機動力援助,業務代行

相二互イ菖頼関1某のうえに展開

デ
ー
タ

ベ
ー
ス

(
電
子
計
算
機
内
デ
ー
タ
蓄
積
)
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管

理

霊l

販売管理

販 売 計画 販売予算,販売費予算,販売割当瀾売地域の選定

販 売統制
販売組織,セールスマネージャー,セールスマン管敷

板売実績把捉,在庫管理

暮

マーケッティングの効率の

測定と情勢監視

マ 丁 ケ ソ テ ィ ン グ の 実 施

図6 マーケッティング システムの体系 マーケッティングシステムの広範な適用を示す｡

財務管理,生産管乱

理との関連性を重視

管務■労

科
学
的
管
理

テ
ケ
ァ
て
ン
グ
の
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データベース

外部情報

)

生産情報

＼J

販売情葡

＼ J

財務情報

0他の機械化業務と連結している｡

デ
ー
タ
加
エ
･
季
仙
郎
調
整
サ
ブ

シ
ス
テ
ム

I‾ お‾表弓
は効∃む≡[与蒜逆≡

1珂､r完･違笥監荒

賢_て三言妄≒雪喜

l‾Ⅷ

▲鼓
壬ノ■ 野 '弓‾､冶
叫拙

○各予測が関連性をもち連動している｡

0予測値間の整合性を保持する必要がある

図7 予測システムの構成と適用 各予測が関連性をもって連動し,各計画に適用される

テム,生J榊l絹一之システムノ之び外r】;こ1;ぷ;i士品をi言+錨するデータバン

クなどの帖幸艮システムをンt川ifさせることい託安である_.

4.3.5 物;充最適化計画モジュール

物流の泊地化は,物流コストの姑小化と川帖にマーケリテ

ィ ンブii馴詩をノJ仰木Lた,トー一夕′し コストの姑小化を[__1手話実とL

ている〔)すなわち,′如f三コスト,輸送コスト,/!二墳維持乍号な

ど物流に生ずるコストの拉小化に加えて,カストマーへの必

+安なサービス中郷∴持,1jk路拙人を臼指すもグ)であるっ

物流姑過化.汁幽モジュールは,オペレーショナル レ〈こ′しと

プランニング レベルとの憐満巨に分けられる｡､fii†れま,-7りニ=の

ぶ乱 れ†軋,り捕f変動に対し物拐己コストク)拉過化J卜号音二を子-fな

い終帥変如,調幣の指ホを行なう｡後-れま､比較r●lてJ上主非りのマ

ーケッティング概略+ンニニ束のl;祭にイ1‾効な十l■掴まを拙供する｡そ･グ)

機能を列挙すると次のようになる⊂ン

(1)1‾ニュ湯`生望追了把九ア古村,輸j_近一己.州j約1､`で7)川7りノ己上‾jニ汀に

対する妓過配分汁｢1i而j(不日数デポ､似数工場)

(2)敗報の車鈍重手‡…貨ク)選択(鉄道,トラ､ソク,コンテナなど)

(3)配送サイクルと去立通胤j圭一;-1_呈二

(4)サービス平維持を前提とLた拉他流過/=卓.享h叫

淡泊チャネルは一一札川てJにト勺H上したものでなく,掛㌔-】Ⅰ環境の

変化,輸送ん∫℃の変化により必然rlミJに変わってくるものであ
る(⊃ この流池チャネルの坐化にl′】1J碑に対心するためにもヰニモ

シューー/しによる力立地q勿流j脚i終のf八延が必要であり,二の仰縦

に_爪モ某のマーケッティング ポリシーを付加して,オペレーシ

ョナル レベルの在埴計画,輸送i汁山,牛推計Fi!】トのな引凋を

行なう｡

4.3.6;充通チャネル構造解析

当紫仰の流旭チャネルは,開放i永池形態グ)ものが多く メ=

カーから川荷Lた弘l‾占は別企業体である流過1てポ･の一千によっ

て末才㌔ノ.妄消印者に届けられているために,メーカーrr.壬生望,1ムの流

通段階でのふるまいを把捉するための･‡･■【i周川丈り壬が一寸㈹惟である｡

従って,膨大な流通7】三峰_E一言二がつかめず,生成システムへのフ

イ【ドバックが出れ, 一カでは生望一17∫の｢～---七〃れ,一プJでは過剰
/仁庫というこ状況を_1‡Lがちである(_.

このような流通チャネル桃法師析に地相できるのが,流辿
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予測結果

経済予測値

需要予測値

県別需要予測値

販売予測値

営業所別販売予測値

品種別販売予測値

○定期的処理サイクルをもつ｡

01回の数多くのケースの予測を行なう｡

チャネ/し帖j左肺析シミュレータであり,製品の流通1三貨隅での

如きグりヾ鴨をヰ加'】州与一i左モデルにより把J催し,払‡い之び流過維

路別の流j血埴性,詐アド仙i‡主F†呈二を維延するものである｡⊃ 二れに

よ り,

(1)才､卜占の流墟チャネルでの流旭イ=卓アンバランスの発見

(2)ノーーカーか⊥､フグ)晰う去卜了】数と流加チャネルの小串三1-との旧係

(3)メーカークつとった7先細チャネル政範のijを手管,効米

(4)地城芹:による流過チャネル柑件の肥化

乙､どの†｢H犯が寸韮釈できる(ニ

ニのような′土稚から消ゼI～にうミる7克ズー了_におし､て､供給,1子.言二安

【川でグ〕糾IRの変動が,流通チャネル系にどのような去をき草苧をノ之

ぼすかを糾明することにより､マーケッティング†草加結が明確

化され,ディーラー ヘルプス,セーールス プロモーションへ

とな引iHできることとなる｡

臣l 結 言

本.テ汀打丈に糾介Lた物流十榊!･之粁flfとシステムは,企ん-一生望近業界

におし､てもこれかご〕の分ヒ叶であi),屯J′-.汁許憤怒界では,シ

ステム化についてリー-ダシップをとる良品瞥望追一業と共向研`先･

川+先を椎,i任しており,硯時ノ､くでは,物流帖糀管理システムの

システムl論グ)一日三人成をト_一寸指しているく+また,物流帖報節理シ

ステムグ).汁沖j機能を柑帥丈する-‾j二川モジューールやマーケッティ

ング モンユ【/しについては,jt休郎J/ウハウ,並びに-一部ソ

ールを偶発したf貨隅である｡なJi,本システムを`ノこ成させる

には,氏【与7一班j_左:芸き界との密才妾な協ブ川ヨ係を似っていくことが,

ますます弔安であるとぢ■える｡
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